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〈組み立てる時の注意〉
・限口付l才師を照理忽方向に曲げたり引っE量ったりしないでくだ古い.
・部品1;1:7ラステッヲ周ニッパ-1;J:どでをれいに切D取りましょう.切D取った後のヲズは措ててください.
・S晶の中には.やむをえ，..とがった部ゆがありますので、買をつけて組み立ててください.
・ステッカーl車、必璽草部分を切り銭いて貼ってくだ古い.
.部品の加工の際の刃物、工民草どのと使用にあたっては.それぞれの取銀い鋭明・をよく観んで正しく
使用してください.

.Nゲージ盤週膚型のJ(ーツ1;J:どのご使用にあたっては、それぞれの取組い説明.をよく陳んで正しく
使用してください.

{お買い上げのお客犠へ} 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先〉争 パンダイお客織相談センタ?
干277-8511 柏市量四事241 -22 ナピダイヤル lJ!"l ï lJ-lJ4 1 ・ ll Jl
・畳柑時間 10晒~何時 〈担日 . .零 冬零悼梅田を陣<l
PHS 、 P・E・，をご利用の方憾04ー7146-03円にiIlかけください.

《商品・修理品送付先》 パンダイ 編木修理 ・ 配送センター
干321 -0298 醤木県下郡賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67

.1!!1員"闇 10時-17111 (士、 目、担目 . .零冬写体.S <l ll< 】 ・1m.!!はお曹樽椙臨センター終週

市床板前後の穴'(7と、 左右2箇所
の爪ψで、 車体と固定します.

*床板(シャーシ)部分を外して、 動力ユニットに交換・装着してください.
*スノーブロウは着脱可能です.(カブラーポケットの漕l二、爪をしっかりと掛けてください。)

*EF2∞， EF210， 0053なとでは.車体長が轟いためカブラーの首撮りが充分にできません。
量遭遇転や、極小カーブ， Sカーブ上では、連績が不安定な樋告がありますのでご注意ください。

②電車・気動車及び路面電車への動力ユニットの取り付l:t
・ rBトレインショーティー専用・動力ユ=ット回・電車・気動車周j
もしくは『岡動力ユニット図・路面電車用』を使用します。

-t-ィ---r覗E四r-t- $ 左右4箇所の爪ψで、車体

と固定します.
*ゆるい場合には. 両面子ープ
などで固定してください.

提イラストI~r勘力ユニット 園田電車・量動車用」です. r動力ユニット 白目路面電車用」には前世の力ブラーはありません
$床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
事台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウエイトは、走行状担に応じて世用してください. 車内の空きスペースに‘両面テープなどで固定します. l

③トレーラー{動力の無い車両}への台車の取り付l:t
.rBトレインショーティー専用・走行台車凪』を使用します。
$台車部分を外して(床板は付けたまま) .走行台車をセン世ーピン穴に装着してください。
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調聾してください.
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
$旧骨イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラ一台座
と車鎗止め用ピンがありますので、走行台車と当たる均分lま切り取って使用してください.

*台車に取り付けた『台車レリーフJが走行中に落下しないように、 取り付けがゆるい緬合
にl主権書店網などを使用して画定してください。

$スカートのある先頭車に、 動力ユニットや走行台車を取り付ける場合l主、 スカートを取り
外すか、または台車のカブラ一旬分を切り取ってから装着してください。
$新幹線など車体裾にカバーの窃る車両でl立、台車レリーフを取り付けで曹ません.

lIIEJilmIフレームでlf.Elゲージ化する場合はブロッヲパーツのうちカブラI:r'"~も r禽ふ I 

1 取り付けの「ピンなし」を使用します. (または.ピンを切り取ってくださいn~冒ιlW :>i電iI

1m先頭車でスカートとタミーカブラーを付ける胎では7ロッ肝ツl草 野戸、妙~
-ピンあり」を使用して、走行台車のカブラー部分を切り取ってください~あり ピン右I!I

( シャーシの組立て )

包〈仰シ抑ヤ←一シの完成船) :出即来紅上が仇つ北た台揖釦車恥の5珊箇断所ωを柿床繭仮に晴叫遇乱し訂
*台車レリ一フを取D付けます。
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.Nゲージ用の線路、 コントローラーなどは、 見IJ途ご用意ください。
ホ線路、 コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます.
キ Nゲージにおける使用方法l立、各社 'Nゲージの取り級い説明書をご覧ください.

・走行条件によって、 牽引できる車両の数は変わります。
キ動力ユニット1 台で、通常は4両程度を奪事 I ( 自車含む)することができます.
(勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます.)

. KATOJ曜の動力ユニットを使用することもできます。
①後関車用・動力ユニット {スカートは取り外してください) I*EF64o. OF50. 0053など.
|品番11 ・1ω | ポケットライン用動力ユニット " 揮の低い車両に装着できません.

このほか、割りピンnり付け方式の、告社
台車を取り付けることができます.

-パンタグラフの交換
車お好みのNゲージ用パン?グラフを別途お買い求めの上、交換してください。

KATO:11-401 PSI4 :蹴J(:t~1jラ 7 Ijリーンマ "J'J7. ・ 80-2 : PSI3 ・直車パン聖子ラ7
KATO ・ 1 ト403 PS22目置車・下枠茸豊田5パン~Ijラフ タJーンマツ'J7. ・ 80・ 3 : PT42 : 園I車パン9ヲラフ
KATO ・ 1 ト404.11-420 PSI6 :直連バン~Ijラフ イ1')ーンマツヲス:80-5 : PT43 :直車パン宮Ijラフ

除 11-4201広量纏穴が4・由直橿に対応します. l ヲロ2ポイント :PT7 1C :シンヲルアーム・パン宮 Ijラ7

このほか. 取り付けピンが縦2本方式の.各社・パン告グラ7を取り付けることができます.

*各種の交償パーツは.メーカー.形式によって取り付けが固い(緩い}場合もありますので、それ
ぞれ銅盤のうえ取り付けてください. またパーツによっては加工が必要なものもあります.

掌動力ユ二ットの装着には、 車種によっては車体側の一郎(ガラス， スカートなど}や、 動力ユエット
の床~などを切り取る等の加工が必逼な宿舎があります。



( 車体の組立て ) ①左右のガラスの前後にブロックを型竺主主。
*ブロックの上下の向きに注意して、 |ブ白川ヲガラネ
パチンと奥まではめ込んでください。 川ilJ'S • 

②屋槙を取り付けます。
(パンタ付きの車両はパンタグラフを取り付けます。 )
③妻板を取り付けます。

(先頭車l立後方1枚、中間車は前後2枚取り付けます。 )

③左右の側面を取り付けます。

⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。
(中間車lま完成です。)

③先頭車lま前面を取り付けて完成です。
(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。)
⑦カブラーを最後にブロックのピンに取り付けます。

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの
先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取説に記蔵されている車両は、バリエーション内の一部です。
前面パーツ，屋根パーツ芯どは、車種・塗装によってセットされて
いるパーツが異なります。また、生産の都合上余剰パーツが含
まれている場合がありますので、予めと了承ください。

妻板
(配管あり) ( 妻板の組合わせ )

本商品lま製造工程上、あらかじめ
側面パーツとガラスパーツを合わ
ぜた状態で封入されています。

配管あり 配管なL
'Jハ2700 モJ 、2270

E =I.lt;主主:l!Jj温

←貴志
lU山形 | 晴嵐I
tえTCえJ
2701 2271 いちご電車
2702 2272 
2703 2273 
2704 2274 
2705 2275 たま電車
2706 2276 おもちゃ電車

( 仙付l地置の開例です・掛からお好却ものを遣問、切暗いて貼ってく白い・
ステッカーの踏付け位置 ) 商品の仕俸により画像と一部形状時少異同駐がございま曹のでご了承く白い.

(刃物のお取01>>いには、充分にご注意くだ古い. 12般の需いものはお好みの位置にお鮎Dくだ古い. )

ク1\2700形(2706) モハ2270形 (2276) JIl上ステッカー (Ior WAKAYAMA) 

行先方向幕
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*こちらが2号車 、 - *こちらが 1 号車
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*パーツの継ぎ目部分の絵柄は‘ステッカーlこなっています.
骸当する部分は切り掻いてお貼りください.



2270系・おもちゃ電車




